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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年5月26日(2020.5.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　さらに、一つのセグメントの音源放射面の外縁と隣接するセグメントの音源放射面の外
縁との間の距離が、セグメントが制御している最高周波数の１０波長の距離に制限されて
いることが好ましい。最良の性能は、この距離が、セグメントが制御している最高の周波
数の４分の１未満に制限されるときに達成される。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　好ましい形態では、オペレータは、無線イーサネットネットワークを介して、ラズベリ
ーパイ或いは同様のコンピュータを制御することができる。このようにしてオペレータは
、遠隔操作によって、遠隔作業位置からデータにアクセスし、まず最初に、会場の３Ｄモ
デルに基づく最低４つの境界位置を決定することができる。これらの４つの境界位置は、
形式的には、通常会場の聴衆位置の後方右隅、会場の聴衆位置の後方左隅、会場の聴衆位
置の前方左隅及び会場の聴衆位置の前方右隅である。より複雑な形状又は円形又は曲がっ
たような聴衆位置を有する会場については、４つより多い聴衆境界位置が設定可能である
ことが認識されよう。
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